
平成 27 年度の教育活動等に対する学校評価書 

平成 28 年 3 月 10 日 

                                               

                                              学校法人富士学園 静岡県富士見中学校・高等学校        

１． 本年度の重点目標（学校評価の具体的な目標や計画） 

① 「学習活動と部活動の充実」  ②「生徒の主体性の育成」  ③「学校の独自性の追求」 

   「新５カ年計画」(平成 20 年度～平成 24 年度)の理念を踏まえ、生徒・保護者が満足し、教師一人ひとりが働きがいがあり、5 年後の急減期に地域で選

ばれるような学校を目指す「第 3 期 5 カ年計画」(平成 25 年度～平成 29 年度)の実現 

２． 自己評価とそれに対する学校関係者評価 

（※評価点は、Ａ（十分に成果があった）・Ｂ（成果があった）・Ｃ（少し成果があった）、Ｄ（成果がなかった）の数値で表すこと。） 

評価

対象 
評 価 項 目 具体的取り組み 

自 己 評 価 学校関係者評価委員会 

評価点 学校としての反省と改善策 評価点 意見 

学
習
指
導 

・入学した生徒が学力を向上

させ、希望の進路を実現で

きる学校づくり 

・特進コースⅠ類:毎日の補充授業 

・火・木曜日ＷＳ実施 

・夜間学習の実施 

・特進コースⅡ類ゼミの実施 

模擬試験(年 2 回)の受験 

・朝補習（毎日、希望者） 

・夏・冬休み補習・不振者指導 

・中学・高校の教科シラバス作成 

 

 

   

         

Ａ       

・長期休業の活用で、不振 

 教科や苦手教科の克服 

・ウィクリースタディーの実施 

 指導と評価の一本化 

・特進コースⅡ類ゼミを毎週月

曜日に実施、年 2 回の模擬試

験で勉強と部活を両立させ大

学進学を目指す。 

 

 

           

 

Ａ        

 

・シラバス作成により、各教科の

先生たちが話し合いを行い、年

間の進め方、テストによる定着

度判定などにより、教員の学習

指導再考にも活用できる。 

 

 

生
徒
指
導 

・生徒一人ひとりが、問題や

課題、将来の目標を見据え、

自らも考え、工夫し、行動

し、達成感を得ることがで

きる学校づくり 

・個人面接(4 月) 

・月 1 回の頭髪、服装指導 

・携帯電話マナー講座 

・スクールバス指導(4 月・2 月) 

・部活動と連携したあいさつ運動 

 

 

  A 

・排除の理論から学習に目 

 を向ける指導へと共通理 

 解の上での指導の徹底を 

 図る。    

 

 

  A 

・掃除の時間の声掛けは非常に大

切だし、有効だと思う。生徒を

観察するにも非常に良い。また、

生徒の情報交換を先生方でやれ

ると良い。 

進
路
指
導 

・入学した生徒が学力を向上

させ、希望の進路を実現で

きる学校づくり 

・進路の手引き配布（全生徒） 

・大学企業見学（2 年生） 

・大学見学(1 年生) 

・進路ガイダンス（1・3 年生） 

・7・12 月に進路面接（1・2 年生） 

・7・8 月に進路面接（3 年生） 

 

 

  Ｂ 

・センター試験で合格できる 

 取り組みと、きめ細やかな 

 進路指導を図る。 

・国公立大学合格 26 名 

 

 

  Ａ 

・進路実績を高めることが学校の

評価につながっていく。 

・中学時代はオール 3 であった生

徒が、国公立大学に合格できた

のは、先生方の力であり、富士

見に来て良かったと思います。 

健
康
安
全
指
導 

・欠席、遅刻が少ない学校 

・安全指導や防災計画が整備

されている学校 

・危機管理マニュアルが作

成・活用されている学校 

・交通安全教室（4 月）通学路指導 

・防災訓練（5 月・9 月） 

・地震避難訓練・津波避難訓練 

・防災講座 11 月・救急法講習 

・薬学講座 7 月 

・思春期講座 12 月 

 

 

 

  Ｂ 

・朝、登校時の通学路指導 

・日常生活の中で声掛けと 

 登校指導の徹底を図る。 

・外部団体との連携強化 

 

 

 

  Ｂ 

 

・自分たちが学生の頃このように 

多数の遅刻、欠席があっただろ 

うか。 

組
織
運
営 

・中学校を併設する学校 

 

・H26.4 中学校開校 

・中学入試広報課設置 

・中学校説明会・体験入学(全 5 回) 

 

  Ｂ 

   

・広報活動の内容検討による応

募者の増加を図る。 

・個別相談の充実   

        

  Ｂ 

   

・中学校は生徒数が少ないが、そ

れにより手厚い指導を期待して

いる保護者もいる。 

保
護
者
、
地
域
住
民
等 

と
の
連
携 

・保護者や地域住民への情報提

供を発信することで、本校の

教育活動への理解を深める。 

・公開授業、学校行事に多くの

保護者や地域の人たちが参加

や参観をする機会を設ける。 

・学校だより（年 4 回発行） 

 （4・7・11・3 月） 

・富士見高通信（年 5 回発行） 

（4・5・7・10・12 月） 

・号外（年 3回発行 12・1・3 月） 

・富士見祭 6 月（保護者・地域） 

・公開授業(11 月)・ＨＰに掲載 

 

 

 

  A 

・中学生による見学会の実施 

・中学生１日体験入学に地域 

 保護者などの参観を促す。 

・学校だより、富士見高通信 

 ホームページ、静岡新聞 

等で情報を発信する。 

 

 

 

 

  A 

 

・富士見は卒業後もフォローして

いることが、地域を含め皆さん

に安心感を与えている。 

・PTA としては、学校の説明とい

うより、学校に足を運んで、学

校の現状を見てもらうというこ

とを強く訴えたい。 

施
設
・
設
備 

・体育施設の充実と部活動の

活性化 

・学校生活環境整備 

・併設中学校の施設整備 

 

・第 1 体育館 24 年 7 月完成 

・グラウンド全面改修 27 年 5 月完成 

・部活動加入 week 4 月 

・第 2 棟校舎トイレ改修 

（洋式・ウォシュレット） 

 

   

  A 

・学習環境整備及び部活動活性

化のため施設の充実を図る。 

・併設中学校の施設充実 

・校内全トイレの洋式ウォシュ

レットの設置を完了した。 

 

   

  A 

 

 ・グラウンド整備が進んできてい 

るが、グラウンド利用の部活の 

更なる充実 

そ
の
他
の 

意
見 

 

 ・富士見の生徒が福祉祭りなど社会福祉協議会のイベントにボランティアで参加してくれ

たので、その結果若い力が入ったことによりお年寄りも一生懸命やるようになり、大変

ありがたい。 

・アンケートの結果を見ても「富士見に入学して・入学させて良かった」という結果が多

い、それらから更に何を求めているかを具現化することにより、生徒確保につなげる必

要がある。 

・保護者アンケートでは、中学生保護者の評価も高く、期待感がうかがえる。 

 

今後に向けての学校の考え（学校関係者評価を受けて） 

「第 3 期 5 カ年計画」の 3 年目の年。進学実績において国公立大 60 名突破の達成を図る。（ここ 5 年間は、30 名前後である。） 

幅広い層の生徒を集めているので進路の方向性が多様であったため、まだまだ努力が必要である。 

生徒や保護者の行きたい、行かせたい学校になりつつあるが、もう少し地域等に面倒見の良い学校であることを浸透させたい。 


